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1. はじめに

以下の注意事項に留意して原稿を作成すること．

2.「伝熱」用原稿作成上の注意

2.1標準形式

原稿はMicrosoft Word等を用いて作成し，図や写真等は原稿に張り込み一つのファイルとして完結させる．原稿の標準形式を表1に示す．

表1　原稿の標準形式

	用紙サイズ
	A4縦長(210mm×297mm)，横書き

	余白サイズ
	上余白30mm，下余白30mm

左余白20mm，右余白20mm

	タイトル
	1段組，45mm前後あける（10ポイント(10×0.3514mm)で8行分）

	本文
	2段組，1段80mm，段間隔余白10mm

	活字
	10ポイント(10×0.3514mm)

本文　

    (Windows) MS明朝体

    (Macintosh) 細明朝体

見出し

    (Windows) MSゴシック体

    (Macintosh)中ゴシック体

英文字・数字

    Times New RomanまたはSymbol

	1行の字数
	1段あたり23文字程度

	行送り
	15ポイント(15×0.3514=5.271mm)

1ページあたり45行

ただし，見出しの前は1行を挿入


2.2見出しなど

見出しはゴシック体を用い，大見出しはセンタリングし前に1行空ける．中見出しは2.2などのように番号をつけ左寄せする．見出しの数字は半角とする．行の始めに，括弧やハイフン等がこないように禁則処理を行うこと．

2.3句読点

句読点は　，および　．を用い，　、や　。は避けること．

2.4 図について

図中のフォントは本文中のフォントと同じものを用いること．

2.5参考文献について

2.5.1番号の付け方

参考文献は本文中の該当する個所に[1]，[2, 4]，[6-10]のように番号を入れて示す．

2.5.2参考文献の引き方

著者名，誌名，巻，年，頁の順とする．毎号頁の改まる雑誌(Therm. Sci. Eng.など)は巻-号数のようにして号数も入れる．著者名は，名字，名前のイニシャル．のように記述する．タイトルの有無は自由．雑誌名の省略法は科学技術文献速報(JICST)に準拠する．日本語の雑誌・書籍の場合は著者名・書名とも省略しない．

参考文献

[1] 伝熱太郎，伝熱花子，伝熱のフォーマットに関する取り決め，日本機械学会論文集B編，80-100 (1999) 3000．

[2] Incropera, F. P. and Dewitt, D. P., Fundamentals of Heat and Mass Transfer, John Wiley & Sons (1976).

[3] Smith, A. et al., How to Write a Manuscript of Dennetsu, Therm. Sci. Eng., 7-5 (1999) 10.
[4] 山田太郎，やさしい伝熱，熱講社 (1980).

原稿の最後にはセクション区切りを導入して，左段と右段がほぼ同じ長さになるようにして下さい．なお，ヘッダー・フッターや最後の横棒は，編集出版部会で整えますので，記入する必要はありません．
原稿作成用のテンプレート（MS-WORD）は下記の伝熱学会のホームページよりダウンロードできます．

伝熱学会のホームページ　http://www.htsj.or.jp/
会告・記事・論文投稿表紙のテンプレート

http://www.htsj.or.jp/den_guide.html
転載許諾願申請フォーム

http://www.htsj.or.jp/reqcopy.html
原稿は，特に指定のない限り，出版部会長宛てにe-mailで提出して下さい．
「伝熱」会告の書き方
基本的には，通常の記事と同じですが，会告の場合は，1段組でも結構です．
なお，会告については，複数の会告を続けて掲載するために，編集出版部会で若干手を加えさせていただく可能性があります．ご了承願います．
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